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　はるは一男三女の子どもに恵
めぐ

ま
れ、幸せな生活を送っていました。
しかし、 夫

おっと

の道
どう

久
きゅう

は40歳
さい

の若
わか

さ
で亡

な

くなってしまい、子育てと海
運業の経

けい

営
えい

を一身に背
せ

負
お

うことに
なってしまいました。
　長男の正

まさ

治
はる

が県立富山中学校
（現

げん

県立富山高校）から慶
けい

応
おう

義
ぎ

塾
じゅく

（東京都）に入学したとき、受
じゅ

験
けん

勉強に苦しむ姿
すがた

を見て心を痛
いた

めた
はるは、「県内にも高校があれば

　 夫
おっと

が亡
な

くなった４年後の1923
（大正12）年、はるは「高校創

そう

設
せつ

に使ってほしい」と県に150万円
（現在の20億円程度：米

べい

価
か

から推
すい

計
けい

）を超
こ

える寄
き

付
ふ

をしました。
　県はこの寄付金に県のお金を足
して、同年10月、県内で初

はじ

めての
高校となる旧

きゅう

制
せい

富山高校（現
げん

富山
大学）を設

せつ

立
りつ

しました。上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

大
おお

広
ひろ

田
た

村
むら

（現富山市蓮
はす

町
まち

）に校
こう

舎
しゃ

が建
た

てられ、1924（大正13）年春

　下
しも

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

泊
とまり

町
まち

（現
げん

朝
あさ

日
ひ

町
まち

）の旧
きゅう

家
か

小
こ

沢
ざわ

家
け

で生まれました。小沢家
は大

たい

変
へん

裕
ゆう

福
ふく

な商人の家で、江
え

戸
ど

時
代に加

か

賀
が

藩
はん

の十
と

村
むら

も務
つと

めた名のあ
る家

いえ

柄
がら

でした。はるは厳
きび

しいしつ

　はるは旧
きゅう

制
せい

富山高校が開
かい

設
せつ

され
た後も、高校のために寄

き

付
ふ

を続
つづ

け
ました。明

めい

治
じ

時代の文
ぶん

豪
ごう

として知
られるラフカディオ・ハーン＊の
蔵
ぞう

書
しょ

などをその遺
い

族
ぞく

から買い受
け、「ヘルン文庫」として開校の
記
き

念
ねん

に高校へ寄
き

贈
ぞう

しています。
　旧制富山高校は多くの優

すぐ

れた卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

を 旧
きゅう

帝
てい

国
こく

大学などに送り出
しました。1949（昭和24）年に
国立の富山大学が設

せっ

置
ち

されたのに
伴
ともな

い、旧制富山高校は27年の歴
史を閉

と

じて富山大学文理学部とし
て引き継

つ

がれました。さらに文理
学部は経

けい

済
ざい

学部、人文学部、理学
部として発

はっ

展
てん

しました。貴
き

重
ちょう

な「ヘ
ルン文庫」は富山大学附

ふ

属
ぞく

図書館
に保

ほ

管
かん

され、世界の研究者によっ
て活用されています。
　こうした業

ぎょう

績
せき

をもつはるは、富
山大学の生みの親として、富山市

から1961（昭和36）年、名
めい

誉
よ

市
し

民
みん

の称
しょう

号
ごう

を贈
おく

られました。女性が
富山市の名誉市民に選

えら

ばれたのは
初
はじ

めてのことでした。
　若

わか

くして夫に先立たれた不幸に
負けることなく、夫の残

のこ

した海運
会社を切り盛

も

りしながら、数々の
社会貢

こう

献
けん

を行ったはるは、一方で、
母としても４人の子どもを立派に
育てました。当時、はるを「日本
婦
ふ

人
じん

の鏡
かがみ

」とたたえた人もいます。

・周
ま わ

りのためにできることを実行する
・悲しいことを乗り越

こ

える
・家族を大切にする

商家で厳
き び

しいしつけを受ける

富山にも高校をつくりたい

旧
き ゅ う

制
せ い

富山高校（現
げ ん

富山大学）設
せ つ

立
り つ

に多
た

額
が く

の寄
き

付
ふ

けを受けて育ちました。
　はるは15歳

さい

のときに、上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

東
ひがし

岩
いわ

瀬
せ

町
まち

（現富山市）で海運業を
営
いとな

んでいた馬
ば

場
ば

家の長男、馬場道
どう

久
きゅう

に嫁
とつ

ぎました。

いいのに」と考えました。
　このように考えていたのははる
だけでなく、多くの県

けん

民
みん

の願
ねが

いで
した。当時、富山県には中学校よ
り上級の学校はなかったので、旧

きゅう

制
せい

高校に進学したければ、石川県
や新潟県のほか、東京など大都市
に行くしかありません。
　しかも、日本全体で高校が少な
かったため、入学試

し

験
けん

はとても難
むずか

しかったのです。

に開校し、第１回入学生を迎
むか

えま
した。
　この高校は７年

ねん

制
せい

で、生徒は尋
じん

常
じょう

科
か

で４年間中学校の勉強をした
後、高等科に進んでさらに３年間
学びます。
　尋常科に入学すると従

じゅう

来
らい

の旧制
高校受

じゅ

験
けん

の必
ひつ

要
よう

がなく、県内から
通学ができるので親の負

ふ

担
たん

も少な
くて済

す

むことから、県民は旧制富
山高校の開

かい

設
せつ

をとても喜びまし

女
じ ょ

性
せ い

初
は つ

の富山市名
め い

誉
よ

市
し

民
み ん

となる 1886（明治 19）..................................0 歳
さい

下
しも

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

泊
とまり

町
まち

の商家に生まれる
1899（明治 32）.............................. .13 歳
生家の小

こ

沢
ざわ

家が全
ぜん

焼
しょう

1902（明治 35）.............................. .15 歳.
東
ひがし

岩
いわ

瀬
せ

で海運業を営
いとな

む馬
ば

場
ば

道
どう

久
きゅう

と結
けっ

婚
こん

1919（大正 8）................................ .33 歳
夫
おっと

を亡
な

くし子育てをしながら家業を継
つ

ぐ
1923（大正 12）.............................. .37 歳
旧
きゅう

制
せい

富山高校を設
せつ

立
りつ

するため、県に多
た

額
がく

の寄
き

付
ふ

をする
1924（大正 13）.............................. .38 歳
小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

の蔵
ぞう

書
しょ

や原
げん

稿
こう

「ヘルン文庫」を
旧制富山高校に寄付
1961（昭和 36）.............................. .75 歳
富山市の名

めい

誉
よ

市
し

民
みん

に選
えら

ばれる
1971（昭和 46）.............................. .85 歳
亡
な

くなる

　馬
ば

場
ば

はるが県に多
た

額
が く

の寄
き

付
ふ

をし
た１か月前の 1923（大正 12）年
４月、伏

ふ し

木
き

町
ま ち

で、伏木婦
ふ

女
じ ょ

会
か い

によっ
て無

む

料
りょう

の私
し

設
せ つ

託
た く

児
じ

所
し ょ

が開
か い

設
せ つ

されま
した。その運動の中心になって活

か つ

躍
や く

したのが堀
ほ っ

田
た

くにです。
　くには伏木港で働

はたら

く若
わ か

い母親が
子どもを預

あ ず

けて安心して働けるよ
うにと、婦女会の仲

な か

間
ま

と協
きょう

力
りょく

し合
い、町内のお寺の御

お

堂
ど う

を借
か

りて小
さな託児所を開きました。私設の
託児所は県内で初

は じ

めて、全国でも
７番目でした。

富山県で初
は つ

の託
た く

児
じ

所
し ょ

を
つくった堀

ほ っ

田
た

くに

富山県の若
わ か

者
も の

に高等教育の機
き

会
か い

を
馬

ば

場
ば

 はる
1886（明治19）年２月22日―1971（昭和46）年５月20日

た。毎年多くの生徒が、旧制富山
高校の入学試

し

験
けん

を受けました。

旧
きゅう

制
せい

富山高校の創
そう

設
せつ

費
ひ

を寄
き

付
ふ

「ヘルン文庫」を寄
き

贈
ぞ う

女
じょ

性
せい

初
はつ

の富山市名
めい

誉
よ

市
し

民
みん

 ＊ラフカディオ・ハーン　 明
めい

治
じ

時代中期に来日したアイルランド人の作家、教育者、ジャーナリスト。小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

と名乗り、『怪
かい

談
だん

』などの文学作品
を通じて日本の文化を海外へ 紹

しょう

介
かい

しました。

コ ラ ム

芥
あくた

川
がわ

賞
しょう

を受賞した作家の堀
ほっ

田
た

善
よし

衞
え

（→ 84 ページ）は堀
ほっ

田
た

くにの三男です。

若
わか

いころの 姿
すがた

（馬場家提供）

旧
きゅう

制
せい

富山高校の跡
あと

は現
げん

在
ざい

、馬
ば

場
ば

記
き

念
ねん

公園となっ
ています。

馬
ば

場
ば

家

旧
きゅう

制
せい

富山高校

園
えん

児
じ

と触
ふ

れ合う堀
ほっ

田
た

くに（伏木保育園提供）

ヘルン文庫


